
令和３年８月１７日

国土交通省 国土技術政策総合研究所 下水道研究部

下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト＊)
技術導入ガイドライン（案）の策定趣旨及び概要

下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト)
技術導入ガイドライン説明会

* Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage  High Technology  Project
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年度 技術

(下水処理研究室関連)
H27 センシング技術とビッグデータ分析技術を用いた下水道施設の劣化診断技術

H27 センサー連続監視とクラウドサーバ集約による劣化診断技術および設備点検技術

H30 高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による効率的エネルギー利活用技術

H30 小規模下水処理場を対象とした低コスト・省エネルギー型高濃度メタン発酵技術

H30 クラウドを活用し維持管理を起点とした継続的な ストックマネジメント実現システム技術

R1 単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による高度処理技術

(下水道研究室関連)
H30 ICTを活用した総合的な段階型管路診断システムの技術

H30 ヒートポンプレスで低LCCと高COPを実現する下水熱融雪システム

R1 水位計と光ファイバー温度分布計測システムにAIを組み合わせた雨天時侵入水調査技術

R1 ＡＩによる音響データを用いた雨天時侵入水検知技術

本日の説明対象 技術導入ガイドライン一覧
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説明内容

下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）
の背景と概要

ガイドライン案の概要と使い方

技術の詳細等（各研究体より）
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■新技術の開発
（ﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ規模）

民間企業

■下水道事業への新技術の導入・普及
省エネ・創エネ化、LCCの縮減等

B-DASHプロジェクト

※地方公共団体は、新技術が
実規模で一般化されていなけ
れば、導入に慎重となる傾向 ■国際競争力の強化（実証プラントの

トップセールス等への活用等）

水ビジネスの国際展開支援

B-DASH：Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High 
Technology Project

エネルギー需給の逼迫等の社会情勢の変化に対応して、下水道事業における創エネルギー化、省エネルギー化、浸水対策、老朽化対策
等を推進するためには、低コストで高効率な革新的技術の導入が必要である。

しかし、地方公共団体では、このような新技術の導入に慎重となる傾向があるため、国が主体となって、実規模レベルの施設・設備を設置
して技術的な検証を行い、ガイドラインを作成して、民間企業のノウハウや資金も活用しつつ、全国への普及展開を図る。

また、新技術のノウハウ蓄積、一般化・標準化を進めて、国際的な基準づくりへの反映を図るとともに、実証プラントのトップセールス等への
活用を図るなど、海外への普及展開を見据えた水ビジネスにおける国際競争力も強化する。

公募審査、成果評価の依頼 公募の審査、成果の評価等

評価委員会
（学識経験者）

実規模施設等による実証事業の実施
■実規模施設等による新技術の開発
■導入効果・事業性の整理
■ガイドライン策定に関する各種データの整理

民間企業、国・大学等の研究機関、地方公共団体
等の実証フィールド提供者からなる共同研究体等

国土交通省
（下水道部）

国総研
（下水道研究部）

■ 新技術を実規模で検証 (実際の下水道施設に施設等を設置)
■ 新技術を一般化し、ガイドラインを作成

B-DASHプロジェクトの効果

実証研究の
実施方針を指示

実証研究
結果の整理

革新的技術の評価に必要な情報の収集・整理の実施
■革新的技術の評価に必要な情報の収集・整理
■革新的技術を比較検討するための費用等簡易算定式
の 作成、ＬＣＣ、エネルギー消費量等の試算

■評価委員会で評価を適切に行うための資料作成

さらに国総研では、

下水道革新的技術実証事業（B-DASHﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＊）の概要
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なぜ、下水道にはB-DASHが必要だったのか

下水道は全て地方公共団体事業

国主導の新技術の実証・普及等が行いにくい環境

下水処理や汚泥処理の新技術 「導入が進まない！」

優れた技術でも「実績が少ない」「技術資料・積算資料が
不足」などの理由で、地方公共団体に採用されない

従前の技術開発プロジェクトを超えるbreakthrough
が必要だった

B-DASHプロジェクトでは、３つの突破口

実規模レベルの施設での実証研究

国（国総研）による技術導入ガイドラインの策定

民間企業と地方公共団体等の連携による開発体制 5
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国総研の役割とB-DASHプロジェクトの成果

（B-DASHにおける国総研の役割）

 ２０１１年の制度創設以来、本プロジェクトの実施機関を担当

 技術実証後に「技術導入ガイドライン」を策定、公表

 33技術についてガイドラインを発行

 開発技術の普及に向けた取り組みも（GL説明会、学会発表等）

 B-DASH技術をトップランナーとした要求性能水準の検討

6

（B-DASHプロジェクトの成果）

• 10年にわたり下水道における多くの実用技術を開発・普及

• B-DASH技術が国内施設全体の能力向上に貢献

• 13技術140件の採用実績あり（R３.５ 時点））
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B-DASHプロジェクト実規模実証の全体像

H24

H25

⑤下水汚泥の固形燃料化
⑥未処理下水の熱利用（空調等）

⑦栄養塩(窒素)除去
⑧栄養塩(リン)除去･回収

⑨焼却排熱発電 ⑩管きょマネジメント

H26
⑪水素創出 ⑫省エネ型水処理
⑬⑭ICTを活用した水処理・浸水対策

H27

⑮バイオガス集約・活用
⑯CO2分離・回収・活用

⑰設備劣化診断 ⑱降雨・浸水予測
⑲空洞探査 ⑳再生水利用

H23
①水処理（固液分離）

②バイオガス回収 ③バイオガス精製
④バイオガス発電

H28
㉑中小向け汚泥有効利用
㉒ダウンサイジング水処理

H29
㉓地産地消型バイオマス
㉔省エネ型汚泥焼却

㉕省エネ低コスト型水処理

㉖ICT活用型下水道施設管理
㉗ICT活用型管路マネジメント

㉘中小向けエネルギーシステム
㉙未処理下水の熱利用（車道融雪）

H30

年度別公募テーマ

㉚ICT活用型高度処理
㉛クラウド・AI活用マンホールポンプ管理

㉜AI活用管内異常検知

H3１

放流

⑧リン回収

都市ガス・発電
・工場等

発電所
製紙工場等

流
入

場内・
場外利用

下水処理

汚泥処理

処理場内
利用等

エネルギー

CNG車
FCV等

⑭ICTを活用した浸水対策

⑱降雨・浸水予測

有用藻類の培養
農業利用等

⑦
窒素
除去

②
ガス
回収

③ガス精製

④ガス発電

⑯CO2回収

⑪水素創出

⑮ガス集約

バイオ
ガス

下水処理場管きょ

⑳再生水利用

資源・エネルギー

再生水利用
農業、都市等

水処理
①固液分離

⑫省エネ型水処理
⑬ICTを活用した運転制御
㉒ダウンサイジング水処理
㉕省エネ低コスト型水処理
㉚ICT活用型高度処理
㉝移設可能な水処理

肥料

地域バイオマス

剪定枝・
生ゴミ・し尿等

⑰設備
劣化診断

下水汚泥

㉖ICT活用型
下水道施設管理

⑤固形燃料化

⑩管きょﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

⑲空洞探査

㉗ICT活用型
管路マネジメント

㉙下水熱利用
（車道融雪）

熱

㉛クラウド・AI
活用マンホール

ポンプ管理

⑥下水熱利用
（空調等）

㉜㉟AI活用管内
異常検知

⑨焼却排熱発電

㉔省エネ型汚泥焼却

㉓地産地消型バイオマス

㉘中小向けエネルギーシステム

㉑中小向け汚泥有効利用

R2
㉝移設可能な水処理

㉞中小向け低コスト汚泥減量化(広域化)
㉟クラウド・AI活用マンホールポンプ管理

㉞中小向け低コスト汚泥減量化(広域化)

R3

㊱広域監視制御
㊲AI活用運転支援

㊳AI活用雨天時浸入水対策

㊱広域監視制御
㊲AI活用運転支援

㊳AI活用雨天時浸入水対策
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実施テーマの推移と傾向
シーズとなる技術を公募し、テーマを検討。

地方公共団体のニーズを考慮しテーマを設定。

過去38テーマ、52技術を採択

33技術の技術導入ガイドラインを策定・公表

（R3.4 時点）

2016年度からはFS調査も開始

8

近年のテーマ傾向としては・・・

 ICT/IoT活用、 AI搭載システム

中小都市向け 下水道資源・エネルギー活用

ダウンサイジング、小規模向け 水処理技術

http://www.nilim.go.jp/


B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（１）

6 固形燃料化 H24
松山市西部浄化センター

7 固形燃料化 H24
長崎市東部下水処理場

1 中小規模向け肥料化、燃料化 H28 
鹿沼市黒川終末処理場

3 省エネ型汚泥焼却 H29 
川崎市入江崎総合スラッジセンター

2 中小規模向け下水汚泥乾燥 H28 
秦野市浄水管理センター

4 バイオマス発電 H25
池田市下水処理場

5 焼却廃熱発電 H25
和歌山市中央終末処理場

固形燃料化

下水バイオガス利用

水熱
反応

高速
ﾒﾀﾝ発酵

固形燃料

脱水汚泥

廃熱利用

表面乾燥固化

各設備の連携および全体最適化
・設定含水率に調整 ・完全燃焼の確保 ・発電量の最大化

焼却設備 発電設備脱水設備

低含水率化
技術

エネルギー
回収技術

エネルギー
変換技術

補助燃料

省エネ・
温室効果ガス削減 創エネルギー脱水ケーキ発熱量

約２倍

キャリアガスに過熱蒸気を使用

ヒートポンプサイクルによる高効率な汚泥乾燥

乾燥排気から熱回収

2段圧縮システム

排気

キャリアガス 乾燥排気

間接乾燥式
汚泥乾燥機

過熱蒸気

熱交換器

凝縮水膨張弁

ブロワ圧縮機

熱源蒸気

遠心脱水機と乾燥機を組み合わせた脱水乾燥システム

機内二液調質型遠心脱水機 円環式気流乾燥機

無機凝集剤
高分子凝集剤
対象汚泥

脱水汚泥

乾燥汚泥

熱風炉

8 中小規模向け低コスト汚泥減量化 R2
室蘭市

中小規模広域化にお
けるバイオマスボイラ
による低コスト汚泥減
量化技術実証事業

3
7

1

2

6

4

5

： 下水汚泥利用技術
※乾燥・焼却関連

8
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16 CO2分離・回収と微細藻類培養 H27
佐賀市下水浄化センター

B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（２）

12 バイオガス回収・精製 H23
神戸市東灘処理場

14 水素創出 H26
福岡市中部水処理センター

17 バイオガス集約 H27
大津町浄化センター、益城町浄化センター、山鹿浄水セ
ンター

9 高濃度消化 H30
長岡市中之島浄化センター

10 高濃度消化 H30
富士市東部浄化センター

11 バイオガス回収・発電 H23
大阪市中浜下水処理場

CO2分離回収設備 微細藻類培養設備

バイオガス中のCO2を利用し微細藻類を培養

担体充填型消化槽超高効率固液分離

・ろ過による徹底的な固液分離
・流入負荷低減による省エネ
・バイオマスによる創エネ

燃料電池

ろ材 担体

鋼板製メタン発酵槽 ガス精製設備

15 地産地消エネルギー活用 H29 
唐津市浄化センター

13 リン回収 H24
神戸市東灘処理場

リン回収設備 リン（MAP）集約により余剰ガスの有効利用が可能

供給処理場 集約処理場

発電機

余剰
バイオガス

前処理
装置

余剰
バイオガス

クッション
タンク

運搬・集約

11

12

14

16

17

9

10

15

13

： 下水汚泥利用技術
※消化・資源回収関連

脱水・濃縮の交互運転

横軸パドル式消化槽

コンパクト化・ユニット化

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電ガスホルダ

省エネ型バイオガス
精製技術

小規模水素製造
・供給技術

高濃度消化技術

高濃度メタン
生成技術

消化槽をコンパクト化

NH4-Nを除去

返送 高濃度
濃縮汚泥

初期需要を考慮した規模
→有資格者不要

低動力化

余剰水素+槽内CO2
→メタン生成

膜分離法により、水素製造装置の効率化・安定化

燃料電池自動車に供給可能な高純度水素を製造

無動力撹拌式
消化槽

高効率加温設備
（可溶化装置）

固体酸化物型
燃料電池
（SOFC）

撹拌動力削減

蒸気

消化率改善 発電効率上昇
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： 水処理技術

B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（３）

22 ダウンサイジング水処理（標準法）H28 
須崎市終末処理場

25 ICTを活用した水処理 H26
福岡県宝満川浄化センター

24 省エネ型水処理（標準法代替）H26
高知市下知水再生センター

26 窒素除去 H24
熊本市東部浄化センター

18 ICTを活用した水処理技術 H26
茨城県霞ケ浦浄化センター

20 AI・ICT制御高度処理 R1(H31) 
町田市成瀬クリーンセンター

19 省エネ型水処理（高度処理代替）H26
埼玉県小山川水循環センター

23 最終沈殿池処理能力向上技術 H29 
松本市両島浄化センター

21 ダウンサイジング水処理（OD法）H28 
長野県辰野水処理センター

流入水量に応じた処理規模の縮減が可能

∆NH4
+

硝化モデル

FB制御

FF制御

風
量

冬季

夏季

自動
更新 +

下水
アンモニア計 DO計

下水処理施設
ブロワ

監視制御システム

B

既存と同等の滞留時間で、省エネルギーでの高度処理化

高効率固液分離技術
（初沈の改造）

原水
処理水

洗浄排水

高速繊維ろ過
既存の初沈を前沈殿＋高速繊維ろ過に改造
→流入下水中の固形性物質を高効率に除去

繊維ろ材

二点ＤＯ制御技術
（反応タンクの改造）

水流
発生装置

水路中央に隔壁を設置

散気装置

既存の反応タンクを無終端水路に改造
→溶解性物質を主体に二点ＤＯ
制御による効率的な生物処理

19

24

22

23

21

25

26

18

20

特殊担体により汚泥の自己酸化・食物連鎖
環境を形成し、汚泥発生量を削減する

放流水質改善アナモックス担体

円筒型浮上ろ材

量的向上
質的向上
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B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（４）

27 設備劣化診断 H27
仙台市広瀬川浄化センター等

28 設備劣化診断 H27
守谷浄化センター、日高市浄化センター

29 クラウド活用ICT施設管理 H30
池田市下水処理場、恵那市浄化センター

施設のストックマネ
ジメントを支援

設備劣化の
・定量把握
・予測
・異常検知

33 熱回収 H24
大阪市海老江下水処理場

32 再生水利用 H27
糸満市浄化センター

<UV消毒><UF膜ろ過>

・信頼性高
・維持管理容易

・生物学的リスク極低
・自動制御

再生水の有効利用が可能

維持管理費
低減

維持管理コス
ト
低減

30 広域監視制御 R3
倉敷市

ICTを活用した下水道施

設広域管理システムに
関する実証事業

31 AI活用運転支援 R3
広島市、船橋市

AIを活用した下水処理場

運転操作の先進的支援技
術に関する実証事業

34 下水熱融雪 H30
新潟市

①高熱性能採熱管 ②高熱性能舗装
③片押し採熱方式 ④遅いブライン流速

①

②

③

④

ヒートポンプレス下水熱利用融雪技術

融雪範囲

35 下水熱融雪 H30
十日町市

小口径管路を利用した道路融雪技術

36 移設可能な水処理 R2
田原市

災害時に応急復旧対応
可能な汚水処理技術の
実用化に関する実証事

業

28

2729
33

32

管更生と熱回収の同時施工

： 災害対応
： 施設管理技術
： 下水熱利用技術
： 再生水利用技術 35

34

31

30

36

http://www.nilim.go.jp/


38
39

4142

40

3743
44

B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（５）

40 管渠マネジメントシステム H25
河内長野市、大阪狭山市

42 陥没予兆検知技術 H27
豊中市 37 陥没予兆検知技術 H27

船橋市

38 管渠マネジメントシステム H25
船橋市

39 管渠マネジメントシステム H25
八王子市

41 陥没予兆検知技術 H27
名古屋市、相模原市

下水管深さの空洞を発見して陥没回避
（地下3m以上の調査可能）

送信アンテナ
受信アンテナ

RTK-GPS

高度な画像認識技術

管口カメラと管路形状プロファイリング技術

陥没の原因となる空洞を効率的に発見

展開広角カメラと衝撃弾性波技術

37 ICT活用総合的段階型管路診断 H30
大阪市

： 管路管理技術

44 ビッグデータ解析マネジメントサイクル H30
兵庫県、高知県

台帳データ
（紙台帳含）

点検調査データ

①一元管理による
効率化

維持管理情報搭載
参考：ﾏﾝﾎｰﾙ蓋変遷表

融合

管路マネジメントサイクルの確立に寄与

調査
頻度
設定劣化曲線（例）

②ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀによ
る高度化

43 ICT活用総合的段階型管路診断 H30
大阪市

ICTを活用した劣化予測技術とデータ入力・蓄積技術、
効果的な現地スクリーニング技術

USB
ケーブル

現地スクリーニング技術

データ入力・蓄積技術

劣化予測技術

http://www.nilim.go.jp/


B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（６）

49 都市域における雨水管理技術 H27
福井市、富山市50 ICT活用浸水対策施設運用支援 H26

広島市

効率的な施設運用支援
による浸水被害軽減

リアルタイムシミュレーション
による浸水予測

浸水予測・運転支援システム

浸水危険情報 施設運用支援情報

レーダ雨量情報

XRAINXRAIN

リアルタイム観測情報

小型光水位計小型光水位計

高解像・高精度

どこでどれだけ
浸水するか予測します!

３

高速流出解析
システム

高精度な
浸水予測情報により
被害を軽減します

◆ 自助・共助支援情報
◆ 施設運転支援情報

浸水被害の軽減

43 ICTマンホールポンプ管理 R1(H31)
富山市

46 AI雨天時浸入水検知 R1(H31)
郡山市、つくば市、名古屋市、神戸市、熊本市

AIを活用して流水音で雨天時浸入水を高効率に検知

45 AI雨天時浸入水調査 R1(H31)
さいたま市、藤沢市

水位計・光ファイバー・AIによる雨天時浸入水調査

光ファイバーによる
下水温度測定

時
刻

距離(m)

14:00

14:15

0 100 200

23

19

温度(℃)

下水温度を1m間隔30秒ピッチで測定
雨天時浸入水によって生じる温度変化を検出

A
I

47 ICTマンホールポンプ管理 R1(H31)
富山市

AIによる異常検知・劣化予測を活用し管理・計画策定

43 ICTマンホールポンプ管理 R1(H31)
富山市48 ICTマンホールポンプ管理 R2
河内長野市、今治市、赤磐市

IoTとAIを活用した効率

的予防保全型マンホー
ルポンプ維持管理技術

の実証事業

51 AI活用雨天時浸入水対策 R3
愛知県

AIを用いた分流式下水道

の雨天時浸入水対策支援
技術に関する実証事業

52 AI活用雨天時浸入水対策 R3
丹波市

分流式下水道の雨天時浸
入水量予測及び雨天時運
転支援技術に関する実証

事業

4550

49

46

47

： 管内異常検知技術
： 浸水対策技術
： マンホールポンプ管理技術

48

51

52

http://www.nilim.go.jp/


※赤字はR3年度追記
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【参考】B-DASH実証技術の導入実績 【13技術140件（令和３年5月時点）】

採択

年度

H23 超高効率固液分離技術を用いたエネル
ギーマネジメントシステム

超高効率固液分離 秋田県、岩手県大船渡市、石川県小松市、大阪市（2箇所）

高機能鋼板製消化槽 愛知県、埼玉県、熊本市

新型バイオガス精製装置 神戸市（2箇所）、京都市

高効率ヒートポンプ 愛知県

H24 管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱
利用技術実証事業

下水熱採熱技術
仙台市、新潟市（2箇所）、滋賀県大津市、愛知県豊田市、横浜市、青森県弘前市、

富山県富山市

H24
神戸市東灘処理場
栄養塩除去と資源再生(リン)革新的実証事
業

リン回収 福岡市

低空気比省エネ燃焼技術 埼玉県（2箇所）、愛知県

高効率排熱発電技術 埼玉県（2箇所）、愛知県

東京都八王子市、長野県岡谷市、愛知県豊田市、愛知県高浜市、

京都府向日市、大阪府大阪狭山市、広島市、愛媛県大洲市

（類似手法）
管口カメラのみ

または
管口カメラ点検＋直側カメラ調査

宮城県村田町、宮城県富谷市、福島県いわき市、福島県南相馬市、茨城県行方市、
千葉県柏市、千葉県白井市、千葉県茂原市、千葉県浦安市、さいたま市、埼玉県川越市、
埼玉県春日部市、埼玉県行田市、埼玉県新座市、東京都清瀬市、東京都瑞穂町、
福井県福井市、長野県諏訪市、岐阜県関市、静岡県磐田市、静岡県袋井市、
静岡県藤枝市、愛知県高浜市、愛知県西尾市、愛知県刈谷市、愛知県愛西市、
愛知県豊川市、愛知県小牧市、愛知県豊橋市、愛知県東浦町、滋賀県米原市、
京都府向日市、大阪府羽曳野市、奈良市、奈良県天理市、奈良県川西町、
奈良県桜井市、兵庫県川西市、兵庫県伊丹市、兵庫県三田市、兵庫県姫路市、
島根県雲南市、広島市、広島県福山市、広島県府中町、広島県熊野町、福岡県古賀市、
佐賀県江北町、長崎県諫早市、熊本県上天草市、熊本県嘉島町、
熊本市

広角カメラ 岩手県奥州市、東京都羽村市、広島市

広角カメラ＋衝撃弾性波調査
または

衝撃弾性波調査のみ

北海道旭川市、北海道釧路市、北海道苫小牧市、北海道紋別市、北海道新ひだか町、
青森県六ケ所村、秋田県大仙市、宮城県村田町、福島県いわき市、茨城県日立市、
群馬県中之条町、群馬県邑楽町、埼玉県春日部市、埼玉県久喜市、神奈川県海老名市、
新潟市、新潟県魚沼市、長野県松本市、静岡県浜松市、滋賀県東近江市、大阪府堺市、
大阪府河内長野市、奈良県天理市、長崎県佐世保市、大分県大分市、大分県日出町

管口カメラ点検
＋展開広角カメラ調査

H25
管口カメラ点検と展開広角カメラ調査及びプ
ロファイリング技術を用いた効率的管渠マネ
ジメントシステム

H25
広角カメラ調査と衝撃弾性波検査法による
効率的な管渠マネジメントシステムの実証
事業

H25 脱水・燃焼・発電を全体最適化した革新的
下水汚泥エネルギー転換システム

実証技術 要素技術 導入先（順不同）

H23
神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生
産・革新的技術（バイオガスを活用した効果
的な再生可能エネルギー生産システム）



採択

年度

硝化制御技術・

アンモニア計

H26 ICTを活用したプロセス制御とリモート診断
による効率的水処理運転管理技術

NH4-Nセンサーを活用した曝気

風量制御(NH4-N/DO制御)技術
横浜市（2箇所）

H28 脱水乾燥システムにおける下水道の肥料
化・燃料化技術

脱水乾燥システム 千葉県市原市、福島県いわき市、石川県

H28 下水道圧送管路における硫酸腐食箇所の
効率的な調査技術

－
秋田県、東京都、東京都国立市、山梨県、石川県、福井県、滋賀県、京都府、
滋賀県大津市、兵庫県、三重県、島根県、佐賀県佐賀市、沖縄県

H29 温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼
却技術の実用化に関する実証事業

局所撹拌空気吹込み装置 川崎市

H31 AIによる音響データを用いた雨天時浸入水
検知技術の実用化に関する実証事業

AI音響調査 秋田県北秋田市、愛知県岡崎市

H26 ICTを活用した効率的な硝化運転制御の実

用化に関する技術実証事業
横浜市（2箇所）

実証技術 要素技術 導入先（順不同） ※赤字はR3年度追記

16

【参考】B-DASH実証技術の導入実績 【13技術140件（令和３年5月時点）】



ガイドライン案の構成

第1章 総則 ・・・目的、ガイドラインの適用範囲、用語の定義

第2章 技術の概要と評価
・・・技術の概要・特徴・適用条件、実証研究に基づく評価結果

第3章 導入検討 ・・・導入効果の検討手法・検討例

第4章 計画・設計 ・・・基本計画、施設設計

第5章 維持管理 ・・・運転管理、保守点検、緊急時の対応

資料編 ・・・実証研究結果、ケーススタディ等（ガイドラインの技術的根拠）

17

http://www.nilim.go.jp/


ガイドラインの使い方

まず第1章～3章を読む

第1章 総則
→目的や用語の定義など、基礎的情報を把握

第2章 技術の概要と評価
→技術の概要・特徴・適用条件・性能を把握

第3章 導入検討
→自処理場に導入した場合の効果を把握

導入可能性を判断 → 導入に向けて、
「第4章 計画・設計」、「第5章 維持管理」に進む

18
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センシング技術とビッグデータ分析技術を用いた下水道施設の劣化診断技術

実証事業実施者
㈱ウォーターエージェンシー・日本電気㈱・旭化成エンジニアリング㈱・日本下水道事業団・守谷市・日高市 共同研究体

実証フィールド
守谷浄化センター・日高市浄化センター

実証の概要
機械設備の状態を連続的に自動測定する振動センサーを取り付け、様々な故障パターンによって変化する振動を分析し、異常

診断基準を策定する。また、ビッグデータ分析技術を活用し、下水道施設で日々発生している運転データの正常時パターンをモ
デル化し、正常時と異常時のモデルの変化量を比較して異常予測する。

○提案技術の革新性等の特徴

１．実証内容
◆センシング技術とビッグデータ分析技術を

活用し、設備の劣化診断および異常診断
技術への適用を実証する。

２．実証による効果
◆突発故障を予防し、機器停止による下水

処理施設の機能低下を防止する。
◆設備の異常予測に合わせて修繕計画を

策定することで保全コストを縮減する。

３．革新性
◆機器の異常を自動で診断する技術。

◆ビッグデータ分析技術の活用による下水
道施設の異常予測。

19
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センサー連続監視とクラウドサーバ集約による劣化診断技術および設備点検技術

実証事業実施者
水ｉｎｇ株式会社・仙台市 共同研究体

実証フィールド
仙台市広瀬川浄化センター・郡山ポンプ場・霞目ポンプ場・国見第一ポンプ場

実証の概要
振動等を測定するセンサーによる24時間監視データと、日常点検記録をタブレットに入力したデータをクラウドサー

バに集約し、劣化診断と予測を行う技術を実証する。この実証技術により、施設の維持管理の費用抑制や効率的な修
理・更新を実現する。

提案技術により期待される効果と革新性

下水道設備の稼働状況の監視および毎日の点検
情報の見える化と、業務を効率化する点検シス
テムを組み合わせ、施設の管理レベルをさらに
高め、施設の維持・更新にかかるコストの縮減
効果を実証します。

①センサーによる機器状態モニタリング
ポンプ・ブロワ設備にセンサーを設置し、振

動等を連続監視・データ化する事で、劣化によ
る不具合の早期発見などを通じて、より効率的
な修理・更新計画の作成・実施が可能になりま
す
②タブレットによる点検効率化・情報活用
これまで紙記入されていた点検情報を、現場

でタブレットに直接データ入力することで、異
常値の把握やクラウドサーバ集約による迅速な
情報共有が可能になります

☆技術その1
センサ―による
機器状態モニタリング

☆技術その2
タブレットによる
点検効率化・情報活用

センサー
センサー情報を
無線送信

20
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提案技術の概要

高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による効率的エネルギー利活用技術

事業実施者
神鋼環境ソリューション・日本下水道事業団・富士市共同研究体

実証フィールド
静岡県富士市東部浄化センター

実証概要
コンパクトなメタン発酵槽、低動力のバイオガス精製装置及び小規模の水素製造・供給装置を組み合わせた、下水汚泥からの効率的

なエネルギー回収・利活用システムについて、処理性能、コスト（建設費年価＋維持管理費）縮減等を実証する。

提案技術の革新性等の特徴

①高濃度消化技術
・消化槽投入汚泥を高濃度に濃縮
・消化汚泥の返送を利用したNH4-N濃度調整等
⇒従来と同等の消化性能を維持しつつ、消化槽を

コンパクト化

②省エネ型バイオガス精製技術
・不純物の一括除去に必要十分な運転圧力で精
製することにより、低動力性を確保

③小規模水素製造・供給技術
・燃料電池自動車の初期需要を考慮した小規模
な設備規模にすることで、有資格者の確保が不要

小規模
水素製造

脱水設備へ

水素

精製ガス 多目的利用
（発電等）

下水
汚泥

①高濃度消化技術

③小規模水素製造・供給技術

②省エネ型バイオガス精製技術

下水処理場

消化汚泥

小規模
水素供給

バイオ
ガス

：実証範囲

 コスト（建設費年価＋維持管理費）縮減が可能
 多面的なバイオガス利活用が可能

高濃度
濃縮汚泥

返送消化汚泥

余剰水素と消化槽内CO2

からメタンを生成

初期需要を考慮した規模
⇒有資格者不要

低動力化

NH4-Nを除去
⇒従来と同等の消

化性能を維持

分離液

消化槽をコンパクト化

余
剰
水
素

21
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提案技術の概要

小規模下水処理場を対象とした低コスト・省エネルギー型高濃度メタン発酵技術

事業実施者
大原鉄工所・西原環境・ＮＪＳ・長岡技術科学大学・北海道大学・長岡市共同研究体
実証フィールド
新潟県長岡市 中之島浄化センター
実証概要
脱水機を濃縮機として二段活用し得られた高濃縮汚泥を、ユニット化したコンパクトな横型消化槽にて高濃度消化する事により、減量
化・ガス回収するシステムについて、安定性や、消化効率、経済性の向上を実証する。

消化汚泥

脱水汚泥

脱水 濃縮

提案技術の革新性等の特徴

実証項目
・２段活用脱水機の安定性の検証
・高濃度消化槽での消化効率の検証
・従来技術に対する経済性の検証

下水汚泥

①脱水・濃縮
の交互運転

②横軸パドル式消化槽

③コンパクト化・ユニット化

ガスホルダ

【革新性】
小規模下水処理場にも嫌気性消化方式の導入が可能

①高濃度濃縮技術(脱水・濃縮の交互運転)
脱水機を濃縮機として2段活用する(運転時間を分けて
運用)。濃縮汚泥濃度10％程度。

②高濃度消化技術(横軸パドル式消化槽)
投入汚泥が従来と比較して高濃度となるため、攪拌効率
の高い横軸パドル式の攪拌機を備えた横型消化槽を採用。

③設備のコンパクト化、ユニット化
消化槽のコンパクト化、ガスホルダ等の付帯設備のユニッ
ト化により、導入コストの削減と維持管理性の向上を図る。

④バイオガス発電
発生ガス量に応じた出力制御運転。施設全体の消費電
力低減を図る。

高濃度
濃縮汚泥

バイオガス

④バイオガス発電
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クラウドを活用し維持管理を起点とした継続的なストックマネジメント
実現システム技術

事業実施者
メタウォーター・池田市・恵那市共同研究体

実証フィールド
大阪府池田市下水処理場、岐阜県恵那市浄化センターほか５施設

実証概要
下水道施設における設備・機器の様々な点検等の維持管理データを、ICT・クラウドを用いて一元的に収集・整理（蓄積）して

活用することで、効率的かつ継続的なストックマネジメントが実現できることを実証する。

クラウド上に構築された本提案システムを
構成する３つの要素技術

(1) 「データ一元収集整理システム」
様々な場所・種類の維持管理データの収
集・整理の効率化及び一元的管理を実現

(2) 「リアルタイム評価可視化システム」
収集・整理されたデータを用いた健全度の評
価・可視化を連続的に実施

(3) 「性能劣化予測支援システム」
データ解析を通じた劣化予測パターンの作
成や簡便な健全度評価指標抽出による
劣化予測

通常業務の一環で得られる情報を活用し、
PDCAが回せることで、効率的かつ継続的な
ストックマネジメントを実現。

提案技術の概要 提案技術の革新性等の特徴

タブレット端末等によるデータ収集

（１）「データ一元収集整理システム」

健全度評価
SM計画の作成

（２）「リアルタイム評価可視化システム」

（３）「性能劣化予測支援システム」

継続的な

ストックマネジメントの実現

「収集」 「整理・蓄積」 「活用」

「ＰＤＣＡ」の実行

クラウドサーバ
点検管理 故障報告

修繕管理

運転データ

設備台帳

図書

A施設

メーカ報告

B施設

C施設

A施設 B施設

C施設

1234.15.23.03

複数の施設

実証範囲

従来

＋

評価項目：

劣化予測
モデル等

評価項目の
見直しも
支援

新規
健全度

時間

4

2

1

現在

将来予測
3

5

データあり

過去
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単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による高度処理技術

事業実施者
メタウォーター・日本下水道事業団・町田市共同研究体

実証フィールド
東京都町田市成瀬クリーンセンター

実証概要
ICT・AIを活用した単槽型硝化脱窒プロセスの実証
①反応タンク流入負荷変動に対応する空気量制御により、短HRTでA2O法同等処理水質の達成
②空気量制御と連動した送風機吐出圧力の自動演算・制御による消費電力の削減

提案技術の概要 3つの要素技術により構成される高度処理技
術

提案技術の革新性等の特徴

①ICT活用の空気量制御による短HRTの実現
• NOｘ計とNH4計により負荷変動に応じた空気

量演算を行い、単一槽内において最適な好
気・無酸素ゾーンをフレキシブルに形成

• 循環ポンプと撹拌機が不要で動力費を縮減

②ICT活用による設備連携、圧力低減による
送風電力削減の実現

• 反応槽設備と送風機設備を統合制御
• 必要空気量から送風機の最適吐出圧力をリ

アルタイムに自動演算し送風電力を削減

③AI（機械学習機能）による季節変動等への
対応、運転調整負担軽減の実現

• 必要空気量演算の制御パラメータを機械学
習機能により自動チューニング

• チューニングに掛かる負担を軽減しつつ処
理水質の安定化を実現

【効果】 高度処理化の推進に寄与
① 建設費を抑制（最適な好気・無酸素ゾーン形成による槽容量

縮小）
② 省エネの実現（撹拌機不要、循環ポンプ不要、送風電力減）
③ 維持管理者の負担軽減（季節変動等へ対応する自動運転）

単槽型硝化脱窒プロセス【要素技術2】
センサー情報を基に 反応タンク必要空気量・
送風機最適吐出圧力を自動演算（負荷変動・四季変動に対応）

統合演算制御システム【要素技術1】
負荷変動に合わせた空気量制御を安定的に行い
A2O法と同等の処理水質を短HRTで達成

（リン除去には嫌気部を設置）

負荷変動追従型
送風ユニット
【要素技術3】

吐出圧力の制御を行い
安定的かつ経済的に
空気を供給

風量調整弁
圧力計

水質センサー

嫌気 好気 好気（無酸素）

遠隔監視
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ICTを活用した総合的な段階型管路診断システムの技術

事業実施者
クリアウォーターOSAKA・日本下水道事業団・大阪市共同研究体

実証フィールド
大阪市

実証概要
ビッグデータ解析による劣化予測システムやＩＣＴを活用したデータ入力・蓄積ツール、点検直視型カメラ、簡易水位計等の技術

を用いて効率的なスクリーニング及び詳細調査を実施し、低コストで効果的な「総合的な段階型管路診断システム」を確立した。

提案技術の革新性等の特徴

①劣化予測を活用した机上スクリーニング
膨大な管きょ劣化データをビッグデータ解析し、

得られる高精度な劣化予測システムを活用して、

詳細調査箇所の絞り込みを行い、効率化・低コス

ト化が図れる。

②効率的な現地スクリーニング
点検直視型カメラ・簡易水位計等やICTを活用し

たデータ入力支援ツールを用いて、早くて確実な

現地スクリーニングを実施することで効率化が図

れる。

③総合的な段階型管路診断システム
管種毎に最適なスクリーニング及び調査方法を適用

することにより、低コストで効果的な『総合的な段階

型管路診断システム』を確立。

提案技術の概要
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ヒートポンプレスで低LCCと高COPを実現する下水熱融雪システム

事業実施者
興和・積水化学工業・新潟市共同研究体

実証フィールド
新潟市中央区寄居町地内（一級市道寄居大畑線）

実証概要
下水管底に高性能の採熱管を設置し、下水と対向する方向に循環液を遅い流速で流して下水熱を採熱する。循環液はヒートポンプを

介さず、そのまま高性能の融雪舗装に送り融雪を行う。これにより、低LCCと高COPが実現できることを実証する。

提案技術の革新性等の特徴

①高熱性能採熱管による回収熱量の向上
高熱伝導素材の採熱管を採用し、従来技術と比べ

て回収熱量を向上させる。

②対向流方式による効率的な熱交換
折り返し方式から対向流方式とし、同じ採熱延長で

従来技術と比べて回収熱量を向上させる。

③高熱性能舗装による高い放熱量
高熱伝導素材の舗装を採用し、従来技術と比べて

放熱量を向上させる。

④遅い管内流速による動力負荷の低減
循環液の管内流速を減少させることで、従来技術と

比べて動力負荷を削減させる。

⑤低LCC（ライフサイクルコスト）
革新的技術を用い、ライフサイクルコストが従来技術（ボ

イラー）より削減できることを実証事業で確認する。

⑥高COP（成績係数）
革新的技術を用い、高いCOPを達成できるシステムが

構築可能であることを実証事業で確認する。

提案技術の概要

（３）高熱性能舗装

（１）高熱性能採熱管

（４）遅い管内流速（２）下水と対向流

高熱性能製品使用の効果
（採熱管・舗装）

高熱伝導材料の分散

熱パスの形成で効率良く
採熱および放熱が可能 高温側

低温側

下水の流れ

循環液の流れ

対向流による
効率的な熱交換のイメージ

熱交換前
の下水

熱交換後の
下水

熱交換後の
温かい循環液

融雪後の
冷たい循環液

循環液と下水の温度差が
確保しやすく、熱交換量が増加

熱交換量

循環液

下水

実証範囲
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②ラインスクリーニングによる
雨天時浸入水発生個所の検

出

水位計と光ファイバー温度分布計測システムにAIを組み合わせた
雨天時侵入水調査技術

事業実施者
日本水工設計・ペンタフ・ワイケー技研・シュアテクノソリューション・ベクトル総研・さいたま市・藤沢市共同研究体

実証フィールド
埼玉県さいたま市荒川左岸南部流域処理区地内、神奈川県藤沢市南部処理区大庭処理系統地内

実証概要
低コストで低水位まで測定可能な水位計を用いたブロック絞り込みと、光ファイバー温度分布計測システムを用いた

詳細調査対象箇所の絞り込み(以下、「ラインスクリーニング」と称する。)を組み合わせた雨天時浸入水発生個所の効
率的な抽出手法を確立するとともに、ＡＩを活用した短期間かつ高精度な解析の実現について実証する。

提案技術の概要 提案技術の革新性等の特徴

①低コストで低水位まで測定可能な水位計による絞り込み
低水位まで測定可能な安価な水位計を複数用いることで、要求される調査精
度を保ちつつ、低コストで小ブロックへの絞り込みを実施

②ラインスクリーニングによる雨天時浸入水発生個所の検出
光ファイバー自身を温度センサーとして温度を計測する光ファイバー温度分
布計測システムを用いて下水管きょ内を流れる下水温度を1m間隔・30秒ピッ
チにて測定し、雨天時浸入水の浸入によって生じる温度変化から浸入水発生
個所を検出

③ＡＩを活用し、大量データから浸入水発生個所を短期間かつ高精
度に解析
ラインスクリーニングで得られた下水温度データをもとに、浸入水の発生個所
において生じる下水温度の変化を教師データとしてＡＩ解析を行い、短期間か
つ高精度な浸入水発生箇所の解析を実現

浸入水調査の低コスト化・スピードアップを実現

詳細調査対象箇所
の絞り込み

調査対象流域から
中・小ブロックへの

絞り込み

詳細調査の実施

(雨天時浸入水の原因把握)

光ファイバー布設状況

①低コストで低水位まで測定可
能な水位計による絞り込み

③ＡＩを活用し、大量データ
から浸入水発生個所を短
期間かつ高精度に解析

画像水位変換
システム 圧力チップ

横打超音波
式水位計

0:00:38 0:01:08 0:01:38 0:02:08

0 26.0 25.9 26.0 25.9
1 26.0 25.8 25.9 25.9
2 25.9 25.8 25.9 25.8
3 25.8 25.8 25.8 25.7
4 25.8 25.8 25.8 25.7

時間

距

離

(m)
…

…

管内の下水温度を連続測定

＜雨天時浸入水調査の手順＞

従
来
手
法
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提案技術の概要

提案技術の概要 従来技術イメージ

ＡＩによる音響データを用いた雨天時侵入水検知技術

事業実施者
建設技術研究所、産業技術総合研究所、郡山市、つくば市、名古屋市、神戸市、熊本市共同研究体

実証フィールド
郡山市湖南処理区、つくば市常南処理区、名古屋市鳴海処理区、神戸市玉津処理区他、熊本市東部・富合処理区

実証概要
雨天時浸入水の発生箇所を、広域的な多点観測と迅速な異常検知を目的としたＡＩ音響解析により、スパン単位で検

出する技術について、調査手法の事業性・効率性やＡＩ音響解析の適用範囲、信頼性及び妥当性を実証する。

提案技術の革新性等の特徴

①【安い】低コストで広域的な多点観測を実現
• 安価な集音装置でデータ収集を行うことにより、

調査コスト削減に寄与
• 集音装置を短時間で設置できることから、従

来技術と比べ観測機器の設置数（台/日）が大
幅に増加する（広域的に多点観測に寄与）。

②【早い】ＡＩ解析による分析の効率化・迅速化
• 雨天時浸入水の有無を、ＡＩ解析によって整

理・分析・評価を一元化することにより、従来
技術者が直接処理していた領域を自動化し、
短期間・低コスト化に寄与

③【安全】簡便な調査による現場リスクの低減
• 集音装置を足掛け上部に設置できることから、

マンホール内での設置及び撤去作業が不要と
なり、現場の安全性の向上に寄与

ＡＩによる正常・異常の判別

安価な観測機器を用いた
広域的な多点観測

天気 正常 異常

雨天時浸入水流入により正常時と異なる音響となる

天気 正常 異常

技術者による正常・異常の判別

雨天時浸入水流入により正常時と異なる水位（流量）等となる

マンホール内での設置・撤去作業
は不要となる

高価な観測機器を用いた
限定的な観測

マンホール内での設置・撤去作業
が必要となる 28
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ガイドライン掲載HP・問いあわせ先
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ガイドラインはこちらに公表されます
http://www.nilim.go.jp/lab/eag/bdash/bdash.html

B-DASH事業全般（国交省下水道部HP）：
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000450.html

＜問合せ先＞
国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部
下水道企画課 西郷・金井TEL：03-5253-8427（直通） E-mail：kanai-y2s4@mlit.go.jp 

国土技術政策総合研究所 下水道研究部
下水道研究室 TEL: 029-864-3343 E-Mail: nil-gesuidou@mlit.go.jp 
下水処理研究室 TEL: 029-864-3933 E-Mail: nil-gesuisyori@mlit.go.jp

http://www.nilim.go.jp/


【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 １／４

30

No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ガイ
ドラ
イン

1
H23 水処理（固液分離）・バイオガ

ス回収・精製・発電

超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマネジメントシステム技術実証事業 大阪市 ○

2 神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生産・革新的技術実証事業 神戸市 ○

3

H24

下水汚泥の固形燃料化
温室効果ガスを排出しない次世代型下水汚泥固形燃料化技術実証事業 長崎市 ○

4 廃熱利用型 低コスト下水汚泥固形燃料化技術実証事業 松山市 ○

5 未処理下水の熱利用 管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利用技術実証事業 大阪市 ○

6 栄養塩（窒素）除去 固定床型アナモックスプロセスによる高効率窒素除去技術実証事業 熊本市 ○

7 栄養塩（リン）除去・回収 神戸市東灘処理場 栄養塩除去と資源再生（リン） 革新的技術実証事業 神戸市 ○

8

H25

焼却排熱発電

脱水・燃焼・発電を全体最適化した革新的下水汚泥エネルギー転換システムの実
証事業

池田市 ○

9 下水道バイオマスからの電力創造システム実証事業 和歌山市 ○

10

管渠マネジメント

高度な画像認識技術を活用した効率的な管路マネジメントシステム技術に関する
技術実証事業

船橋市

○11 管口カメラ点検と展開広角カメラ調査及びプロファイリング技術を用いた効率的管
渠マネジメントシステムの実証事業

八王子市

12 広角カメラ調査と衝撃弾性波検査法による効率的な管渠マネジメントシステムの実
証事業

河内長野市
大阪狭山市

13

H26

水素創出
水素リーダー都市プロジェクト～下水バイオガス原料による水素創エネ技術の実
証～

福岡市 ○

14 省エネ型水処理（標準法代替）無曝気循環式水処理技術実証事業 高知市 ○

15 省エネ型水処理(高度処理代
替)

高効率固液分離技術と二点DO制御技術を用いた省エネ型水処理技術の技術実
証事業

埼玉県 ○

16
ＩＣＴを活用した水処理

ICTを活用した効率的な硝化運転制御の実用化に関する技術実証事業 茨城県 ○

17 ICTを活用したプロセス制御とリモート診断による効率的水処理運転管理技術実証
事業

福岡県 ○

18 ＩＣＴを活用した浸水対策 ICTを活用した浸水対策施設運用支援システム実用化に関する技術実証事業 広島市 ○



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ２／４
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No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ガイ
ドライ

ン

19

H27

バイオガス集約・活用 複数の下水処理場からバイオガスを効率的に集約・活用する技術
山鹿市
大津町
益城町

○

20 ＣＯ２分離・回収・活用 バイオガス中のCO2分離・回収と微細藻類培養への利用技術実証事業 佐賀市 ○

21 降雨・浸水予測 都市域における局所的集中豪雨に対する雨水管理技術実証事業
福井市
富山市

○

22
設備劣化診断

ICTを活用した下水道施設の劣化状況把握・診断技術の実証
守谷市
日高市

○

23 ICTを活用する劣化診断技術および設備点検技術実証事業 仙台市 ○

24

空洞探査

車両牽引型深層空洞探査装置の実用化に向けた技術実証事業 船橋市

25 三次元陥没予兆診断技術に関する実証事業 豊中市

26 陥没の兆候の検知を目的とした空洞探査の精度と日進量の向上技術の検証
名古屋市
相模原市

27 再生水利用 下水処理水の再生処理システムに関する実証事業 糸満市 ○

28

H28

中小処理場向け
汚泥有効利用

脱水乾燥システムによる下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証事業 鹿沼市 ○

29 自己熱再生型ヒートポンプ式高効率下水汚泥乾燥技術実証事業 秦野市 ○

30 ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ水処理（標準法）ＤＨＳシステムを用いた水量変動追従型水処理技術実証事業 須崎市 ○

31 ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ水処理（OD法） 特殊繊維担体を用いた余剰汚泥削減型水処理技術実証事業 辰野町 ○

- H28
予備

管きょ腐食点検・調査
下水圧送管路における硫化水素腐食箇所の効率的な調査・診断技術に関する調
査事業

― ○

32

H29

地産地消エネルギー活用技
術

高効率消化システムによる地産地消エネルギー活用技術の実用化に関する実証
事業

唐津市 ○

33 省エネ型汚泥焼却技術 温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼却技術の実用化に関する実証事業 川崎市 ○

34 省エネ・低コストな水処理能
力向上技術

最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業 松本市 ○



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ３／４
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No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ガイド
ライン

35

H30

ICT活用型下水道施設
管理

クラウドを活用し維持管理を起点とした継続的なストックマネジメント実現システ
ムの実用化に関する実証事業

池田市
恵那市

○

36 ICTを活用型管路マネ
ジメント

維持管理情報のビックデータ解析による効果的なマネジメントサイクルの確立に
関する実証事業

兵庫県
高知県

37 ICT を活用した総合的な段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業 大阪市 ○

38 中規模向け
エネルギーシステム

高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による効率的エネルギー利活用技術に関
する実証事業

富士市 ○

39 小規模向け
エネルギーシステム

小規模下水処理場を対象とした低コスト・省エネルギー型高濃度メタン発酵技術
に関する実証事業

長岡市

40
下水熱（車道融雪）

小口径管路からの下水熱を利用した融雪技術の実用化に関する実証事業 十日町市

41 ヒートポンプレスで低LCCと高COPを実現する下水熱融雪システムに関する研
究

新潟市 ○

42

H31

ICT・AI制御高度処理技
術

単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による高度処理技術実証事業 町田市

43 クラウド・AI活用マン
ホールポンプ管理

ICT技術（クラウドAIシステム）を用いた汚水マンホールポンプのスマートオペ
レーションの実証

富山市

44

AIによる管内異常検知
技術

水位計と光ファイバー温度分布計測システムにAIを組合せた雨天時浸入水調査
技術の実用化に関する実証事業

さいたま市
藤沢市

45 AIによる音響データを用いた雨天時浸入水検知技術の実用化に関する実証事
業

郡山市
つくば市
名古屋市
神戸市
熊本市

○

46

R2

移設可能な水処理 災害時に応急復旧対応可能な汚水処理技術の実用化に関する実証事業 愛知県田原市

47 中小向け低コスト汚泥
減量化(広域化

中小規模広域化におけるバイオマスボイラによる低コスト汚泥減量化技術実証
事業

室蘭市

48 クラウド・AI活用マン
ホールポンプ管理

IoTとAIを活用した効率的予防保全型マンホールポンプ維持管理技術の実証事
業

河内長野市・
今治市・赤磐市



【参考】B-DASHプロジェクト実施状況 ４／４
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No 年度 テーマ分類 実施事業名称
実証

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ガイド
ライン

49 IICT広域監視制御技術 ICTを活用した下水道施設広域管理システムに関する実証事業 倉敷市

R3

50 AI活用水処理運転支援
技術

ＡＩを活用した下水処理場運転操作の先進的支援技術に関する実証事業
広島市
船橋市

51

雨天時浸入水量予測及
び雨天時運転支援技術

AIを用いた分流式下水の雨天時浸入水対策支援技術に関する実証事業 愛知県

52 分流式下水道の雨天時浸入水量予測及び雨天時運転支援技術に関する実証
事業

丹波市



実施設への技術導入

実証段階
（パイロット
プラント）

実証段階
（実規模）

水平展開

水平
展開

研究段階

開発段階

採択

独自に技術の
発展・導入

※一定水準に達した技術については、
所定のプロセスを経て実規模実証へ

下水道応用研究

B-DASH
（ＦＳ調査）

B-DASH
（実規模実証）

GAIA

発
展

発
展

発
展

特性や必要に応じてB-DASHに発展 又は 独自に展開

【参考】国土交通省による下水道技術開発支援の全体像

34

○下水道における技術開発は、研究段階から実規模施設を用いた水平展開までの段階的な
支援を実施

※R2年度より新規募集なし

http://www.nilim.go.jp/


【参考】下水道技術開発支援制度（一覧）

35

支援制度
創設
年度

制度概要 期間
金額

（１件当たり）
R3

実施件数

Ｂ－ＤＡＳＨ
（実規模
実証）

Ｈ２３
・実規模で実証できる段階にある技術の実証
・実施設を対象とした実証に限定

３年間
（最長）

数千万円
～十数億円

新規：４件

継続：３件
（予定）

Ｂ－ＤＡＳＨ
（FS調査）

Ｈ２８
・実規模実証に進める段階にある技術
・導入効果などを含めた普及可能性の検討や技
術性能の確認

２年間
（最長）

5,000万円
以内

新規：１件

継続：５件
（予定）

下水道
応用研究

Ｈ２９

・大学等によるラボレベルの研究を終え、企業に
よる応用化に向けた開発段階にある研究

・処理場や管渠などの実規模施設を必要としない
技術も対象

・民間企業（大学との共同研究も可）を対象

２年間
（最長）

3,000万円
以内

新規：４件

継続：５件
（予定）
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